
令和７年度　平間小学校
　　学校づくりアンケート結果の報告

１２月に行った「学校づくりアンケート」にご協力いただき、ありがとうございました。子ど

も、保護者、教職員のアンケート結果から見えた成果と課題について報告させていただき

ます。



平間小の子がどこにいても生き生きとすごすため、自立と共生
をめざし、平間プライドを育み、未来を創る。

（１）生活科・総合的な学習とSDGｓの推進
（２）児童会スローガンの浸透と学校生活の充実
（３）平間プライド（自己有用感・自己肯定感）
（４）豊かな心と自他尊重
（５）規範意識と主体的判断
（６）表現力と言語活動の充実
（７）ICT（GIGA端末）の有効活用
（８）地域・保護者との連携（開かれた学校）

平間小学校　学校教育目標

平間小学校の学校教育目標「平間小の子がどこにいても生き生きとすごすため、自立と
共生をめざし、平間プライドを育み、未来を創る」の達成のため、学校運営方針に基づく 8
つの項目を設定しています。その８つの項目に沿ってお伝えします。



児童 保護者 教職員

８４％⇒８８％ ８３％⇒８４％ ９５％

「知りたい！」「やってみたい！」探究心の育成

質問⑧　子どもたちは、生活科・総合的な学習の時間に意欲的に取り組んでい

る。

（１）生活科・総合的な学習とSDGｓの推進

（１）生活科・総合的な学習を SDGｓの推進
生活科や総合的な学習の時間については、「意欲的に取り組んでいる」と答えた児童が
84%から88%へと増加しました  。また、教職員の肯定的回答が９５％と高く、教職員から
見ても子どもたちが「知りたい！」「やってみたい！」と、探究心をもって取り組んでいる様
子なことがわかります。「多摩川」「商店街」「気候変動」といった本校ならではの学びを、
児童が「自分ごと」として捉え、主体的なアクションへとつなげる意欲づけを今後さらに強
化していきたいです。



児童 保護者 教職員

７８％⇒７３％ ８０％⇒７３％ ９６％

「無自覚」を「自覚」へ

質問②　子どもたちは、普段からSDGｓのことを考えて生活している。

（１）生活科・総合的な学習とSDGｓの推進

（１）生活科・総合的な学習を SDGｓの推進
一方、SGDｓへの意識は、保護者・児童ともに肯定的な回答が 70%台と少し低めの結果と
なりました。昨年度の結果からも少し下がっています。しかし、教職員のアンケートにおい
ては96％が肯定的に答えています。子どもたちの中で、環境のことを考えて行動したり、
まわりの人と協力したりする行動が「特別なこと」ではなく「日常の当たり前」として定着し
ている表れとも捉えられます。  無自覚に行っているよい行動を、「自覚」へと促すような働
きかけを続けていきたいです。



児童 保護者 教職員

９２％⇒９４％ ７８％⇒８４％ １００％

体験活動が生む「地域への愛着」

質問⑥　子どもたちは、地域のよさを感じている。

（１）生活科・総合的な学習とSDGｓの推進

（１）生活科・総合的な学習を SDGｓの推進
「地域のよさを感じているか」という質問では、児童の肯定的な回答は 92%から94%に上
がり、教職員も100%が成果を感じています  。子どもたちの中に「地域への愛着」が深く根
付いている証拠と言えます  。この項目については、川崎市学習状況調査や全国学力・学
習状況調査の結果から見ても、他校に比べて高い結果が出ています。毎年、平間小の子
どもたちのために、生活科や総合的な学習などで地域の方々が協力してくださっているこ
とが、子どもたちが「平間が好き」と感じる一因となっているのだと思います。大変、感謝し
ています。



児童 教職員

児童会スローガンを中心とした活動

質問⑪　今年度のスローガンを意識して、いろいろな活動をしている。

７４％⇒７９％ ８２％

（２）児童会スローガンの浸透と学校生活の充実

笑顔ニッコリ
元気ハツラツ

そして
みんなハッピー

（２）児童会スローガンの浸透と学校生活の充実
今年度の児童会スローガンは、昨年度と引き続き「笑顔ニッコリ、元気ハツラツ、そしてみ
んなハッピー」です。児童会スローガンを昨年度のものと継続させたことや、運動会などい
ろいろな行事や活動で同じものにしたことで、昨年度よりよも意識する子どもが増えまし
た。来年度は、また新しく変えるかもしれませんが、今年度よりもさらにいろいろな活動で
提示したり意識づけしたりすることで、子どもたちの活動のもととなるようにしたいです。



児童 保護者 教職員

８４％⇒８３％ ９５％⇒９６％ １００％

質問①　子どもたちは、毎日の生活を楽しく生き生きと過ごしている。

安心と笑顔があふれる学校生活

（２）児童会スローガンの浸透と学校生活の充実

（２）児童会スローガンの浸透と学校生活の充実
児童会スローガンの、「笑顔ニッコリ、元気ハツラツ」の言葉のように「生き生き」と過ごすこ
とについては、児童、保護者ともに高い結果となり、学校生活の満足度は高いと言えま
す。しかし、「どちらかといえば思わない」「そう思わない」と回答している児童が９％いるこ
とは課題です。校内で定期的に行っているアンケートや児童との面談などで一人ひとりの
声を聞き、そうした児童にも目を向けて寄り添った指導をしていきたいです。



児童 保護者 教職員

８９％⇒９３％ ８９％⇒９６％ １００％

互いを認め合うチームワーク

質問⑤　子どもたちは、協力して活動することを楽しんでいる。

（３）平間プライド（自己有用感・自己肯定感）

（３）平間プライド（有用感、自己肯定感）
自己有用感につながる「協力して活動する」ことについては、今年度は、児童・保護者とも
に８９％だった昨年度よりもさらに高い結果となりました。グループでの活動を積極的に取
り入れたり、係や実行委員などの活動で、自分たちで計画して実行する経験をたくさん積
んでいく中で、お互いを認め合いながら楽しく活動する力がついてきているのだと思いま
す。今後も続けていきたいです。



児童 保護者 教職員

７８％⇒８０％ ７６％⇒８５％ ６９％

失敗は成長の種。「結果」よりも「挑んだ勇気」を評価

質問⑦　子どもたちは、自分のよさを感じたり、自分のよさを伸ばそうと挑戦したり

している。

（３）平間プライド（自己有用感・自己肯定感）

（３）平間プライド（有用感、自己肯定感）
「自分のよさを感じ、挑戦している」という「自己肯定感」については、児童・保護者ともに
昨年よりも高い８０％を超える評価に対し、教職員の評価が６９％と厳しめという結果が出
ました。 これは、教職員が現在の子どもたちのがんばりを認めつつ、「もっと自信をもって
積極的にチャレンジしてほしい」という期待をしているからだと思います。今後は、結果だ
けでなく、子どもたちがチャレンジした「過程」を認め、子どもたちの自己肯定感をさらに高
めていくようにしてきたいです。また、「振り返り」の質を高め、子ども自身が自己の成長を
実感できるように支援していきます。



児童 教職員

「誰一人取り残さない」

質問⑬　自分や友達の気持ちを大切に行動している。

９２％⇒９３％ ８２％

（４）豊かな心と自他尊重

（４）豊かな心と自他尊重
「自分や友達の気持ちを大切にしている」の項目は、昨年度同様に児童が９３％と高い結
果となりました。多くの児童が、友達の気持ちを考えながら行動しようとしていることがうか
がえます。今後も、子どもたちがお互いの気持ちを尊重し、安心して学校生活を送ること
ができるよう、「誰一人取り残さない」をキーワードに教職員全員で児童を見守っていきま
す。



児童 保護者 教職員

８５％⇒８６％ ９０％⇒９０％ ６６％

「言われて守る」から「自分たちで考えて動く」へ

質問④　子どもたちは、まわりの友達や地域のことを考えながら、きまりを
守って生活している。

（５）規範意識と主体的判断

（５）規範意識と主体的判断

規範意識の「きまりを守って生活している」の項目については、子どもたち・保護者ともに、

昨年度と同様の高い結果でした。一方で、教職員は、６６％と低めの結果でした。これは、

学校生活の中で、子どもたちの約束を守れていない姿を目にする機会があるからだとい

えます。一例でいうと、廊下を走っている子が多く見られるので、先生が朝会で注意を促し

たり、休み時間に意識して声をかけたりしていることです。「言われたことを守る」ことはも

ちろん、「自分で考えて正しい行動をとる」という自ら自律的に行動できる力の育成を目指

し、指導していきます。



児童 保護者 教職員

７９％⇒８４％ ７６％⇒８３％ ７４％

自分で考え、自ら行動する力

質問③　子どもたちは、自分でできることに自分から進んで取り組もうとしている。

（５）規範意識と主体的判断

（５）規範意識と主体的判断

主体的判断の「自分から進んで取り組もうとする」の項目では、児童、保護者ともに、昨年
度よりも肯定的に答える割合が上がりました。係活動、委員会活動などで、自分たちで考
え実行することで自信がついてきているのだと思います。児童や保護者と比べて教職員
の割合が低めなのは、日常的な学校生活の取り組みだけでなく、授業中など学習に向か
う姿勢も加味しての結果だと言えます。これからも、子どもたちの主体性を大切に、自信を
つけながら、「言われる前に自分から動く」「自ら課題を見つけて行動する」など、より高い
段階での主体性を育てていきたいです。



児童 教職員

「伝える」だけでなく「伝わる」表現へ

質問⑫　目的や相手に合わせてわかりやすく伝える工夫をしている。

８１％ ５７％

（６）表現力と言語活動の充実 最重点課題

（６）表現力と言語活動の充実
今年度より、校内研究のテーマを「誰かのために行動し、生き生きと表現する子」と設定
し、子どもたちの表現力育成を目標に授業を進めてきました。質問内容は、１，２年生に
は、「自分の考えを進んでまわりの人に伝えている」としています。子どもたちが「できてい
る」と考える割合と、教職員が考える割合とでは、今回のアンケートの中で一番大きな差
がある結果となりました。自分の考えを伝えようとする意欲が高まっているといえますが、
「相手に応じて内容や伝え方を工夫する」「根拠を示してわかりやすく説明する」「構成を工
夫して伝える」などといった目標達成まではいっていないと感じている先生方が多いようで
す。最重点課題として、これからも、「アウトプット」の力の向上を重点目標として、指導を
工夫していきたいです。



児童 保護者 教職員

８４％⇒８９％ ７３％⇒６６％ ７０％

「学習の道具」として使用する目的の再確認・徹底

質問⑨　子どもたちは、GIGA端末を正しく使って、意欲的に学習に取り組んでい

る。

（７）ICT（GIGA端末）の有効活用

（７）ICT(GIGA端末)の有効活用
子どもたちの結果に比べ、保護者の結果は６６％とは低めで、「学校での様子がわからな
い」「家での使い方が心配」と感じられている方が多いように思います。また、教職員も上
手な使い方や情報モラルの指導が必要と感じています。
「学習の道具」として「問題解決の道具」や「発信の手段」の際に GIGA端末を使用すること
や、情報モラルについての学習を引き続き行っていきます。ご家庭でも、持ち帰りの際の
ルールや使い方などの約束の確認を、引き続きご協力お願いします。



児童 保護者 教職員

９２％⇒９４％ ７５％⇒８０％ ９５％

地域・保護者への「感謝」を育む

質問⑩　子どもたちは、地域の方やPTAなど、たくさんの人に支えられていること

を実感している。

（８）地域・保護者との連携（開かれた学校）

（８）地域・保護者との連携
この項目については、児童・保護者・教職員ともに高い結果となり、平間小の探求学習が
地域や保護者の方々に支えられているという実感が、３者すべてに共有されていることが
わかります。保護者の方の理解も、年々上がってきています。学校、家庭、地域が一丸と
なって、子どもの成長を支え、見守っていることは、平間小の強みだと言えます。今後も、
地域やPTAの方と連携をとり、子どもたちの学校生活を支えていきたいです。



質問⑪　学校は、子どもの様子を伝える場を十分に設定している。

学校だより
懇談会
学校説明会
学校HP
　　　など

保護者 教職員

９４％⇒９４％

（８）地域・保護者との連携（開かれた学校）

１００％

「見える学校」で信頼関係を深める

（８）地域・保護者との連携
「学校からの情報発信」についても、保護者の皆様の 7割以上から最高評価の「そう思う」
をいただきました。HPや学校だより等を通じた発信が、保護者の皆様に伝わっていると確
認でき、安堵しております。今後も、学校 HPを中心に、学校行事のお知らせや児童の様
子、学校からのお願い等をお伝えしていきますので、ご確認をお願いいたします。



探究的な学び 地域との連携

平間小の子がどこにいても生き生きとすごすため、自立と共生
をめざし、平間プライドを育み、未来を創る。

表現力

きまりを守る

自分で考え行動する

挑戦する

今回のアンケート結果から、運営方針に掲げている「探究的な学び」と「地域との連携」が

相乗効果を発揮し、子どもたちが生き生きと過ごすための強固な土台となっていることが

わかりました。その上で、この豊かな体験を「確かな力」とするために、「表現力」の向上に

力を入れていきたいです。また、教職員が「もっと」を期待している、「きまりを守って生活

する力」や「自分で考えて進んで行動する力」「自分に自信をもち、挑戦する力」について

も、さらなる指導の工夫をし、子どもたちの力を伸ばしていきます。学校とご家庭が、それ

ぞれの視点で子供たちを見守り、連携していくことで、子どもたちはさらに大きく成長しま

す。 今後とも、学校運営へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。


